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タにて記録 ･解析 した.また,頚静脱に留置 した
カニューレより10分間隅の連続採血をMUAの記録
と同時に行い,パルス状LH分泌を同定した.
その結果,約5Ll.'&毎に規則的に上昇する視床下
部神経活動 (MUAボレー)が記録でき,これはア
カゲザルにおいて報告されているMUAボレーと同
様であった.末梢血中のLHパルスのピー クはMUA
ボレーの直後に観察され,LHパルスとMUAボレー
の一対一の対応関節が明らかとなった.今後は
MUAボレー頻度の雪印ヒを指標として,ストレスに
よる生殖機能抑制'(i序の解明をすすめていきたい.
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